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■会報委員長：石川 嘉彦 ■当番：宮崎 正文 
■事務所：〒358-0023 

入間市扇台 3-3-7ハイツ斎竹 101号 
Tel.04-2964-1700 Fax.04-2965-5788  
Email：iruma－rc＠jupiter.plala.or.jp 

2014-15 年度 RＩテーマ 

第 32号 ２８53回例会 ２０１5年  2月 19日（木） 

 

 

 

 

 

  

＜ビジター・ゲスト＞ 

高麗神社宮司 高麗 文康 様 
 

2011～2012年度 国際親善奨学生 工藤 聖彦 様 

ドイツから一時帰国しました。

3/7にアミーゴ・12日に大泉学園

でコンサートを行います。又、Ｃ

Ｄもございますので今後ともど

うか宜しくお願い致します。 

 

「傘寿お祝いご挨拶」 

昨日で 80 歳になりました。

みなさん今後とも宜しくお願

い致します。又、3/19 の例会

で人間ドックの専門医の卓話

を用意しておりご期待下さい。 
 

●❁●会長の時間 加藤国夫会長 

先日の例会卓話に本庄ＲＣ加藤玄静ＰＧに

は、雪の中お出で頂いたと言うことから、入間

クラブとして、玄静氏が会長を務める「埼玉県

北明るい社会づくりの会」に対し、会員皆さん

からご賛同いだきましたが、先週お見えになら

なかった方がおりますので、本日回覧いたしま

す。ご賛同ご協力いただければ幸いです。 

さて、本日は高麗神社宮司高麗文康様をお迎

えしております。高麗神社と言えば、私にとっ

て身近に感じて居ります。私事ですが、母親の

実家が日高市は栗坪にあります。近くを流れる

「高麗川」を渡って行くと、近い場所でしたの

で、子供のころに泊りに参りますと、よく連れ

ていかれた記憶があります。以後、子供のお宮

参り、健康祈願などでお参りをさせて頂いてお

りますが、近年では出世開運の神として熱心に

信仰されている方も多いとお聞きしておりま

す。今日は（高麗郷）高麗群が武蔵の国に置か

れてから、1300年と言う歴史を振り返り、お話

しを頂けるものと楽しみにしております。 

 

来週の 2 月 23 日はロータリーの創立記念日

です、そこで、皆様方にはロータリーの創設者

ポールハリスについてはすでに、色々な文献を

ご覧になってお分かりと思いますので、今日は

古き時代を今に伝え，ロータリーの未来を築く。

「ポールハルスの家、カムリーバンク」と言う

タイトルで載っておりましたので、紹介して会

長の時間とさせていただきます。ある冬の日に、

シカゴ郊外を散歩していたポールハリスは雪

の積もった丘でソリで遊ぶ子供たちを見なが

ら、ニューイングランドで過ごした少年時代を

思い出しました。その時、もし家を買うなら、 

このロングウッドドライブ通りの丘の上にあ

る家を買おうと、彼は心に決めました。1912年、

現在は「ビバリー地域」と呼ばれるこの通りに

チューダー式の邸宅を購入し、その夢を実現し

たハリスは。妻ジーンが育ったスコットランド

の通りの名にちなみ、夫婦はこの家を「カムリ

ーバンク」と名付けました。 

初期のロータリアンたちが会合し、多くの訪問

客が訪れ、今日のロータリーの繁栄の土台とな

る友情が育まれた「カムリーバンク」。夫婦が

「友愛の庭」に植えた木は、その後、大木に成

長しました。1947年にハリスが他界した後、ジ

ーンは家を売却して母国スコットランドに帰

国。家の持ち主はその後、2 度変わりました。

しかし 2005 年、創設者を記念する建造物とし

て保存したいという願いから、ロータリアンが

550.000米ドルでこの家を買い取りました。 

今、ロータリー史の大切な一部であるこの家

を、1940年代の当時の姿に復元する工事が行わ

れています。復元後、この家はミュージアムと

して、また、世界中からの訪問者の集いの場と

して。一般に公開されます。訪れる人々は、イ

ンタラクティブな展示によって、ハリスとジー

ンの当時の生活を垣間見ることが出来るでし

ょう。「ポール＆ジーン・ハリス・ホーム財団」 

■ 2014-2015 ＲＩ会長：ゲイリーC.K.ホァン  
■ ＲＩ第 2570地区ガバナー：坂本 元彦 
■ 会長：加藤 国夫 幹事：滝沢 文夫 
■ 例会日：木曜日 12：30～13：30 
■ 例会場：丸広百貨店入間店６Ｆバンケットホール 

Tel.04-2963-1111 
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●幹事報告 滝沢文夫幹事 

①2015年米山記念奨学生を引き受ける。 

新規奨学生 氏名 ビィ･チャン･グィン(女性) 

国籍・ベトナム  大学名  西武文理大学 

期間  2015.4～2017.3（2年間） 

カウンセラー 田中会員 

②本日 FMチャッピーに繁田社会奉仕委員長が

出演します。是非お聞きください。 

 

●委員長報告 

親睦活動委員会 大野賢次委員長 

家庭集会を開き協議しました結果、5/28に日

帰り親睦旅行を計画いたしました。群馬県方面

の美術館→磯部温泉で昼食→富岡製糸場です。

どうぞ宜しくお願い致します。 

 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 忽滑谷明ＳＡＡ 

山根宏夫君～この 2月で満 80歳 傘寿、家内も

2 月生まれです 今後ともよろしくお願いしま

す。山岸義弘君、加藤国夫君、滝沢文夫君、忽

滑谷明君～高麗様ようこそ入間ＲＣへ今日は

卓話宜しくお願い致します。摂田順一君、岩崎

茂君、大野賢次君、宮寺成人君、粕谷康彦君、

関谷永久君、宮崎正文君、田中快枝君～加藤さ

ん写真ありがとう。後藤賢治君～高麗様本日は

宜しくお願い致します 工藤君美味しい御菓子

ありがとう。齋藤栄作君～工藤君コンサート行

くよ 加藤さん写真ありがとう。繁田光君～高

麗様いらっしゃいませ 工藤君ご馳走さま 本

日の FM チャッピー頑張ります。後藤健君～早

退します。 

 本日\27,000 累計\665,500 

 

＜出席報告＞ 田中快枝委員長 

会員数 出席数 出席率 前々回修正率 

39名 25名 65.8％ 73.0% 

事前欠席連絡 4名 

 

◆回覧、配布物 

① ハイライトよねやま 179 

② 3/14 RI2570地区第 3グループＩＭ出欠表 

③ 米山奨学生 1月寄付金傾向 

④ 埼玉県北明るい社会プログラム支援協力 

⑤ 2015～2016年度版ＲＣ手帳申込書 

⑥ RI2570地区留学生説明会公開開催のご案内 

⑦ 工藤清彦さんコンサート案内 

⑧加藤会長｢論語｣解説書＆ロータリーの創始者 

⑨他クラブ週報＆例会変更のお知らせ 

⑩入間 RC週報 31号 

⑪本日の卓話資料(高麗郡建郡 1300年) 

 
 

 

 

■■■ ■■■ 
「高麗郡建郡 1300年にあたって」 

高麗神社宮司 高麗 文康 様 

プロフィール 

昭和 41 年高麗神社の社

家である高麗家の嫡男とし

て生まれ、平成２年國學院

大學文学部神道学科を卒業、

同年高麗神社禰宜を拝命。

平成 19年 1月 20日高麗神

社宮司を拝命。高麗神社祭

神高麗王若光を開祖とする

高麗家の第 60代目当主。合気道五段。 
 

元正天皇の霊亀 2 年（716 年）春、武蔵国に

高麗郡が置かれた。日本史上初の都城制の都で

ある藤原京への遷都から 22 年、平城京遷都か

ら 6年後のことであった。高麗郡建郡を遡るこ

と約 100年。数世紀ぶりに中原を統一した隋の

出現と滅亡、続いて中原を制した唐の建国とい

った一連の歴史的事象は、東アジア各国に多く

の影響をもたらした。それに続き朝鮮半島で長

く覇を競っていた百済、高句麗が相次いで滅亡

するや、動乱の波は我が国に新たな存立の基盤

を整える必要を迫った。律令制の導入は、我が

国の新たな基盤を築くものであった。この導入

と定着に、先人たちは血のにじむ努力をした。

そして東アジアの動乱により我が国に居を定

めた渡来人たちも、ともに新たな国造りに取り

組み、我々の先人となったのである。現在の埼

玉県日高市と飯能市を中心に設置され、その後、

郡域が拡大し、鶴ヶ島市全域、川越市、入間市、

狭山市の一部まで含まれるようになりました。 

高麗郡には高麗人（こまひと）1799人が移住

しました。初代郡司は『高麗王若光』でした。

高麗人の｢高麗(こま)｣は前37年頃～668年まで

主に朝鮮半島北部から中国東北部にかけて繁

栄した「高句麗（こうくり）」のことを指しま

す。高句麗滅亡前後、多くの高句麗人が海を渡

り日本へ渡来しました。日本では高句麗からわ

たってきた人々を「高麗人＝こまひと」と呼ん

でいたのです。高麗郡に移住した高麗人たちは、

以前は東国 7 ヶ国（駿河、甲斐、相模、上総、

下総、常陸、下野）に住んでいました。大和朝

廷は入間郡の一部に広がっていた空閑地を高

麗郡とし、生活の基盤を整えつつ、郡役所の建

設、道路の敷設など郡として必要な整備をした

と思われます。 

2016年(平成 28年)は高麗郡建郡から 1300年

を迎えます。私たちはこれまで語られることの

少なかった高麗郡の歴史を掘り起こし、歴史を

柱とした地域間連携による「まちおこし」とと

もに、国際交流を通じ、世界に平和と友好のメ

ッセージを届けていきたいと思います。多くの

皆様のご参加をお待ちしております。 会報･雑誌委員会(石川･森田･荒井･関谷) 


